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　当初，1980 年代は 6 mmの切開，眼の角膜の幅
がだいたい 12 mm ですから，半分ぐらい切るイ
メージです．そこから眼内レンズを目の中に挿入し
ます．眼内レンズの大きさも，切開幅と同じように















































































































































































































が可能であった 8例 15 眼になります．平均年齢は
75 歳．評価項目は満足度と裸眼視力の 2 つです．
これが全部の一覧です．83 歳から若い人でも 65 歳
ぐらいの方で．満足度はここに書いてあります．
　どのような満足度にしたか．白内障手術で多焦点
眼内レンズをあなたは入れましたけれども，この人
を他人に紹介できますか？できると答えられた人が
5，できないは 1，その間を 3等分します．そのよ
うにすると，このような満足度になりました．
　多焦点眼内レンズの目標は，眼鏡を使わずに日常
生活を送ることなので，眼鏡がなくても全く問題な
いというご老人が，やはり，3名いました．すごい
小さい字は見えづらいので，レンズが必要かなって
いう人が 5名いました．
　このように，よく見えていた人だけ抽出して，実
際に視力の推移を見ますと，白内障手術後 1週間が
赤，3か月が青になります．二焦点レンズですと，
ここからグイーン落ちて，こういうV字を出すん
ですけども，ある程度近くまで見えるような，見え
方になっております．ただ，術後早期には見えづら
いなって思ったんですけども，3か月経つとグイっ
と上がるのが，このレンズの特徴です．若い 67 歳
の方もググっと上がって，みな良好な視力を得てお
ります．
　もう 1つ，ほんとは話したかったんですけども，
この乱視に関しては，また後日ということです．
　今の多焦点眼内レンズの性能を最大限に発揮する
ためにどうしたらいいか．正確に眼内レンズを選ぶ
だとか，乱視の矯正，もう 1つ，眼内レンズを適切
な位置に置けるようになると，さらによい見え方に
なると考えられ，このフェムトセカンドレーザー
が，近年開発されてきました．簡単に言うと，透明
な物体の奥をレーザーの照射だけで切り取る．いわ
ゆる，よく温泉街とかで売っている，ガラスの中に
いろんな模様が入っている，その絵の作成にはこの
フェムトセカンドが使われているんですね．
　実際に，フェムトセカンドレーザーの臨床的なビ
デオを供覧します．このように患者さんの眼にレー
ザーをドッキングします．レーザーで角膜をこうい
うふうに切りましょう，メスを用いないで切りま
しょうというガイドです．OCTっていう光で組織
の深さがわかる装置を横に見ながらレーザー照射
を，この後このような模様で行っていきます．角膜
の切り口，切開創をここに付けて，ここに付けてと
いうふうにデザインをしておきます．それで，今，
このように，水晶体前面をバーッとレーザーで切り
ました．核を格子状にマンゴーカットのようにやり
まして，水晶体を分割してます．今，この泡が出て
いる所，ここが，今，角膜を切った所です．
　このようなFLACS という新しい手技を導入しま
して，今後も最先端の白内障手術を昭和大学に根付
かせていきたいと考えております．以上です．あり
がとうございました．
○座長　恩田先生，ありがとうございました．会場
の先生方でご質問がありますか．
○笠井　大変興味深いお話で，ありがとうございま
した．私，リハビリテーション科の笠井でございま
す．2つ質問させてください．先生，寿命がすごく
伸びていますよね．そうすると，水晶体の寿命も延
びているのかっていうことがまず 1 つめの質問で
す．2つめですけれども，いわゆる多焦点眼内レン
ズを入れてしまうと，今までは脳が見ようとしてい
たものに焦点を合わせていたと思うんですけれど
も，今後，見ようとしていないものまで焦点が合っ
てしまうのであるならば，これは脳がそれを識別，
判別していくことによって，脳の疲れとか，そう
いったものに繋がってこないものなのかなって，
ちょっと，素人ながら考えましたが，いかがでしょ
うか．
○恩田　高齢化に伴って，白内障がたくさん増えて
きておりますけれども，始まる年齢というのはさま
ざまでございます．喫煙だとか酸化作用によって助
長されますので，そういうのが今後減ってくれば，
もしかしたら白内障が減るかもしれません．あと，
頭で映像を 1 つに，どちらかを選択するというの
は，どうも，お年寄りの人は苦手みたいです．多焦
点眼内レンズは高齢者ほど，頭を切り替えて見なく
ちゃいけないので，高齢者ほど難しいっていうのを
水晶体再建術の進化による，Quality of Vision（QOV）のさらなる改善
365
あらかじめ説明しないといけないと思います．
○小林　他にはよろしかったでしょうか．先生，こ
れはまだ，保険収載されていない手術でしょうか．
○恩田　医療保険などの先進医療では認められて，
今，おりますけれども，保険ではまだです．
○小林　わかりました．それでは時間となりまし
た，先生，どうもありがとうございました．
